
題
ろいろい

話のちま

18

これからもお元気で
森下政雄さん100歳長寿者褒賞

　神岡町東町の森下政雄さんが100歳を迎えられました。
　青垣神岡振興事務所次長からお祝いと花束を受け取る
と、「ここまで長生きできたのも、家族や近所の方など、みな
さんのおかげです。本当にありがとうございます」と話しまし
た。
　森下さんの趣味はカラオケで、月に数回仲間とともにカラ
オケを楽しんでいます。「みんなで歌い、話をするのが本当に
楽しい。これが長生きの秘訣の一つです」と話しました。　

長寿をお祝い
後藤みささん100歳長寿者褒賞

あいさつする山口会長と新役員の皆さん

市民が楽しむまちづくり
11月１日（火）　総合会館

ひだプラすが発足

　飛騨市まちづくり協議会は11月１日、「ひだプラす」と名称
を変更し、その発足式が古川町公民館で行われました。
　ひだプラすは、市内各地でおこなわれるまちづくりを繋
げ、団体や個人との交流などを目的として、市内の若手有志
16人で結成。式には市民80人が参加。会長には、GSA実行
委員長も務める山口郁夫さんが就きました。
　あいさつで山口会長は「市民が楽しむまちづくりにしたい」
とまちづくり事業への思いを語りました。また、記念講演や
「飛騨市小さなまちづくり応援事業」について概要説明など
も行われました。

長寿をお祝い
大内静江さん100歳長寿者褒賞

　神岡町船津の大内静江さんが100歳を迎えられました。
　都竹市長からお祝いと花束を受け取ると、「おかげ様で大
きな病気もせず、ここまで来れました。ありがとうございま
す。長生きして本当に良かったです」と話しました。大内さん
は息子夫婦と孫との４人で暮らしています。
　毎週たんぽぽ苑でサービスを受けるのを楽しみにしている
大内さんに長生きの秘訣を尋ねると、「早寝早起きを心がけ
て、３食もきちんと食べることです」と話していました。

　古川町殿町の後藤みささんが100歳を迎えられました。
　柚原市民福祉部長が「100歳おめでとうございます。寒く
なりますが、健康に気をつけて、これからも長生きして下さ
い」と声をかけながら、お祝いと花束を渡しました。後藤
さんは「ありがとうございます」と受け取られました。
　息子さんは「みなさんのおかげで100歳の節目を向けるこ
とができた。少し身体は弱くなってきたが、これからも元気
に過ごして欲しい」と話していました。



木育で木と人をつなげる 特集

特
集

飛
騨
市
の
木
育
を
広
め
る
会

　
平
成
28
年
３
月
に
岐
阜
県
と
市
が

共
同
実
施
し
た
「
木
の
お
も
ち
ゃ
博
」

を
受
け
て
、
市
民
主
導
で
継
続
・
発

展
し
て
い
き
た
い
と
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　
豊
か
な
森
林
を
有
す
る
市
で
、
森

や
木
に
携
わ
る
人
（
伐
採
者
、
加
工

者
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
な
ど
）を
木

育
と
い
う
共
通
目
標
で
つ
な
ぎ
、
市

の
広
葉
樹
の
有
効
活
用
と
、
産
業
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
木
育
＝
木
の
お
も
ち
ゃ
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
広
い
視
点

で
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
木
や
森
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
会
員
４
人
で
「
お
も
ち
ゃ

広
場
」
と
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
二

つ
を
軸
と
し
て
市
内
各
地
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

「ワークショップ」

・親子で木工体験や製材所見学な
　どを行い、木材について学ぶ
・市内の職人や企業とコラボして
　実施することで、木と人をつな
　げていく

「木のおもちゃ広場」

・小さな子どもを対象に、木のお
　もちゃで遊ぶことによって、
　木に触れ、温もりなどを知っ
　てもらう
・市内の子育て支援センターなど
　で、これまでに８回実施

２

木育で木と人をつなげる

飛騨市の木育を広める会

盤所　杏子さん
　　　聡介ちゃん

池田　明美さん
　　　昊生ちゃん
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楽天と連携協定を締結
11月14日（月）　まつり会館

10項目で地域活性化へ

協定書を手にする都竹市長（中央）ら受賞報告をした中村さん（右）と都竹市長

人権思想の更なる普及を
11月９日（水）　市長室

法務大臣表彰を報告

　飛騨市人権擁護委員の中村勝之さんが法務大臣表彰を受
け、都竹市長に受賞報告を行いました。
　中村さんは人権に関する相談を受けたり、啓発活動として
人形劇を市内の小学校や養護施設などで行っています。
　中村さんは「相談者との出会いがあり、私も勉強になりまし
た。そういった方々や委員の皆さんのおかげで受賞できまし
た。感謝の気持ちでいっぱいです」と話しました。
　都竹市長は「人権の表現は難しく、活動も大変。今後も後
進の指導をお願いします」と話していました。

　市はインターネット事業大手の楽天 ( 株 )と連携協力に関
する協定を結び、11月14日にまつり会館で締結式を行いま
した。
　協定には、全国初となる電子マネーである楽天Ｅｄｙカード
を生かした市ファンクラブ事業の構築や被災時のドローン活
用など、10項目が盛り込まれています。
　市長は「市と楽天が互いに発展できるような協定が結べ
て、本当に嬉しく思う。様々な事業を行う楽天の強みを生か
しながら、市の活性化につなげていきたい」と話していまし
た。

ポッカサッポロ協働事業
11月５日（土）・20日（日）　神岡町公民館・古川町公民館

親子deレモンクッキング教室

調理を楽しむ親子（神岡会場）

　11 月５日神岡町公民館・20 日古川町公民館で「親子de
レモンクッキング教室」が開かれ、市内の小学生や保育園の親
子44人が参加しました。
　この料理教室は、市が進めている食育推進事業の一環で、
ポッカサッポロフード＆ビバレッジ（株）と協働で行っています。
　講師には、市内で飲食店を営む大久保勝嘉さんと田中智枝
さん、藤田栄養士が講師となり、「レモンマドレーヌ」や「マチェ
ドニア」などのスイーツに挑戦しました。
　参加者は「身体に良いレモンを使ったレシピを学べました。
どれも美味しかったです」と話していました。

スーパカミオカンデ実験水槽上部で記念撮影する参加者

巨大水槽に熱視線
11月26日（土）　神岡町茂住・神岡町公民館

スーパーカミオカンデ一般公開

　東京大学宇宙線研究所では、神岡宇宙素粒子研究施設の
「スーパーカミオカンデ」の一般公開を行いました。これは、
内閣府の観光ビジョンプログラムにより国内15施設の開放
プログラムの一環で行われ、全国各地から抽選で選ばれた
300人が、世界最大の地下ニュートリノ観測装置を見学しま
した。
　参加者は６班に分かれ、地下実験施設内部へ入り、実験水
槽の上部などで研究者から解説を聞いた後、記念撮影をしま
した。また、神岡町公民館では、東京大学レゴ部が制作した
スーパーカミオカンデ模型の展示や研究者との質問コー
ナー、夜間には中畑雅行教授による「地下から探る素粒子と
宇宙」と題した講演会が行われました。

検　索飛騨市http://www.city.hida.gifu.jp/
飛騨市ホームページでもご覧いただけます


